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　瑞浪市議会では、毎年度議長が議会運営上の課題について
議会運営委員会に諮問する「議長諮問」を行うことが通例と
なっています。令和４年度は以下の事項について諮問を受け、
各委員会が調査検討しています。

　６月定例会の委員会審
査にて議員間討議の試行
を行いました。
　９月定例会でも試行を重
ね課題や手法の検討を進
めていきます。

令和４年度

議長からの諮問事項
議会運営課題についての諮問

１．議員間の自由討議を促進させる方法について
　試行を交え調査し答申せよ。
２．議案に対する質疑について、規則の見直しに
　ついて検討し答申せよ。
３．各委員会が閉会中に継続審査した事項の報告
　方法について協議し答申せよ。

議会運営委員会が諮問を受け答申します

委員会運営についての提案
● 研修及び自由討議の場を設け、委員間の情報共有及び委員会活動の活性化を図られたい。
● 現在行っている事業評価について、事後評価のみならず予算に対する事業の提案等に資する
　 評価方法を検討されたい。
● リニアや新丸山ダムなどの広域事業について関係市町の議会との情報共有の場を設けられたい。
● 市議会議員政治倫理要綱を確認し、条例化に向けた検討をされたい。
● 第６次総合計画の総括を行い、第７次総合計画の審査に結びつけられたい。

常任委員会と特別委員会が提案を受け検討をしています

【応募方法】
　写真は、デジタル画像のみとし、撮影者の氏名、住所、電話番号、
撮影場所、撮影日、写真のタイトルを記載して、瑞浪市議会事務局
までメールでお申し込みください。
詳しくは、瑞浪市議会ホームページをご覧ください。
応募先メールアドレス　gikaigikai@city.mizunami.lg.jp
市議会ホームページ 　  https://www.city.mizunami.lg.jp/shigikai/index.html

　瑞浪市議会では、議会広報紙「みずなみ議会ちゃんねる。」に掲載する写真を
市民の皆さんから募集しています。自分が撮った写真が掲載されるかも！？四季
折々の瑞浪の風景、地域行事の様子など、皆さんからの応募をお待ちしています！

コロナ後の未来へ希望を託します
　この2年コロナ禍で中止されていたみずなみ祈願大花火大会ですが、今年は８月６日（土）に、市
内各地9ヶ所で一斉に打ち上げられる予定です。  絆 ～未来へとつなぐRe start～ 夏の夜空にまちと
人をつなぐ大花火ショー、皆さんの願いを乗せた花火が夜空を彩ります。

議員間討議の様子

タイトル「つながりの花火～明日へのYELL～」令和３年シークレット花火　撮影者　岩島志穂美 様（土岐町）
表紙等に掲載する写真を募集しています。詳しくは16ぺージをご覧ください。

大湫白山神社の銀杏の絨毯

さくらさくらの散歩道
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県の補助制度を受けて実施するとのことだが、従来の市の補助制度との違いは何か。
今回の県の補助制度は、太陽光発電設備の設置及び併せて蓄電池設備を設置する場合に補助するものであ
る。これに対し従来から実施している市の補助制度は、太陽光発電設備の設置のみには対応しておらず、既
存または新設の太陽光発電設備と蓄電池設備をセットで設置する場合やVH2,エネファームの設置を補助対
象としている。

問

答

予算決算委員会
常任委員会 審査報告

令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査

6月
定例会
会 期
6月2日から　
　6月30日まで

　
６
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
し
た
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、
11
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果
の
と
お
り
、
本
会
議
で
採
決

し
ま
し
た
。

学校給食施設等改修事業　2,400万円
　給食センターにある蒸気ボイラーは、２基１組で運転してい
るうちの１基が故障し、1基で運用している状況です。この１基
も老朽化が著しいため、学校給食の提供に影響が出る恐れが
あることから、早期に蒸気ボイラー２基の更新を行います。

【専決処分】
学校給食センターの蒸気ボイラーを緊急更新

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業　 　3,830万円
　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化するなかで、
食費等の物価高騰等に直面する子育て世帯に対する支援とし
て、児童扶養手当受給世帯や住民税非課税世帯に、「子育て世
帯生活支援特別給付金」として児童１人あたり５万円が支給され
ます。

新型コロナ対策 子育て世帯生活支援特別給付金が支給されます

地域脱炭素移行・再エネ推進事業　960万円
　個人が太陽光発電設備等を設置する場合、経費に対して補助金が交付されます。
《太陽光発電設備》7万円/kw（35万円まで）
《蓄電池》　設置経費の3分の１（２5万8千円まで）※太陽光発電設備と同時設置の場合のみ。

脱炭素社会へ向けた新たな支援

●専決処分とは…
　本来、議会の議決・決
定すべき事項について、
議会の招集を待てない緊
急な場合等に、例外的に
市長が意思決定をしま
す。このほか、あらかじ
め法令に指定された事項
は専決処分できます。

新しくなった議場をご紹介します新しくなった議場をご紹介します新しくなった議場をご紹介します新しくなった議場をご紹介します

変わったポイント①
　モニターが設置されました。発言者や
資料が傍聴席からもよく見えるようにな
りました。

変わったポイント②
　車イスの方でも傍聴できるように、
傍聴席がバリアフリー化されました。

変わったポイント③
　照明がLED化され、議場内が明るくなりまし
た。また、天井及び壁面に含まれていたアスベス
トが除去されました。

　スポーツ振興くじ助成金などの制度は活用
すべきであり、また不足財源に対して財政調
整基金を利用することは適切と考える。

　スポーツ振興くじ助成金など不確定な予算では
なく、確実に入ってくる財源で予算を組むべきで
あり、また不足した120万円に対して財政調整基
金を利用すべきではないと考えるため反対する。

【討論】
議第37号 令和4年度一般会計補正予算（第３号）

賛成討論 反対討論
討論
賛
成

反
対

プレミアム率と利用期間の決定基準はどのようか。
プレミアム率に関しては、原油価格、物価の高騰の影響を鑑み支援を拡充するため、令和2年のプレミアム率
20％から令和3年同様の50％へアップした。利用期間は、周知期間、販売店の募集期間、経費の精算期間に配
慮したうえで、消費が拡大する年末年始を含む令和4年10月1日から令和5年1月31日までの期間とした。

問

答

商品券発行事業（新型コロナ対策）　2億800万円
　コロナ禍における原油価格・物価の高騰など、その影響を受けている市民や市内事業者を支援するためにプレミ
アム付き商品券が発行されます。市民１人あたり５,０００円（額面７,５００円）を２セットまで購入が可能です。

全瑞浪市民対象、プレミアム率50%の商品券を販売

社会情勢から今後も物価高騰が予測されるが、補正額で対応できるのか。
この補正で年度末まで対応できるよう、１食あたり幼児園では27円、小中学校は25円の原材料増額を見込ん
で、給食費を積算している。

問

答

幼児園給食原材料費高騰対応事業（新型コロナ対策）　590万円
学校給食原材料費高騰対応事業（新型コロナ対策）　1,280万円
　子育て世帯の負担軽減のため、公立幼児園・公立小中学校の給食費の原材料費高騰相当分を支援します。

原材料費高騰分は市が負担

幼児園給食の風景

　市民体育館で使用するバスケットゴール購入事業の財源
について、討論が行われました。予算決算委員会では、賛
成多数で可決しました。

⬆

委員会の審査報告委員会の審査報告
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県の補助制度を受けて実施するとのことだが、従来の市の補助制度との違いは何か。
今回の県の補助制度は、太陽光発電設備の設置及び併せて蓄電池設備を設置する場合に補助するものであ
る。これに対し従来から実施している市の補助制度は、太陽光発電設備の設置のみには対応しておらず、既
存または新設の太陽光発電設備と蓄電池設備をセットで設置する場合やVH2,エネファームの設置を補助対
象としている。

問

答

予算決算委員会
常任委員会 審査報告

令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査

6月
定例会
会 期
6月2日から　
　6月30日まで

　
６
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
し
た
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、
11
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果
の
と
お
り
、
本
会
議
で
採
決

し
ま
し
た
。

学校給食施設等改修事業　2,400万円
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食費等の物価高騰等に直面する子育て世帯に対する支援とし
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ます。
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市政一般質問
棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・指定管理者制度について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・子ども家庭総合支援室について
　・地域共生社会の実現について

榛 葉 利 広（公明党）
　・環境教育と学校施設のＺＥＢ化推進について
　・ミライロＩＤの活用について
　・帯状疱疹ワクチン接種の助成について

樋 田 翔 太（瑞浪政志会）
　・職員定着率向上による安定的な市政運営の実施について
　・市政への若者の参画について

成 瀬 徳 夫（瑞浪政志会）
　・通学路の安全確保について
　・市長提案説明とマニフェストについて
　・市長の政治姿勢について

柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・土岐川の生態系保護について
　・コロナ禍におけるイベント開催について

辻 　 正 之（新政クラブ）
　・高齢者支援サービスの充実について
　・森林とその周辺の農地の保全について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・産業としての農業の推進について
　・地域医療提供体制について
　・難聴高齢者の支援について

加 藤 輔 之（新政クラブ）
　・地域公共交通について

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・残骨灰の有効活用について
　・幼児園職員の処遇改善について

渡 邉 康 弘（瑞浪政志会）
　・子育て家庭に寄り添った保育環境の整備について
　・原油価格・物価高騰による給食費等の保護者負担の軽減について
　・東濃西部都市間連絡道路の整備推進について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　6月定例会では11人の議員が24の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

カ
ワ
ウ
被
害
を
市
民
に
周
知

柴田幸一郎（創政みずなみ）

生
涯
記
念
イ
ベ
ン
ト
は

　
　
　
　
　
　 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催

　
　
運
動
会
や
成
人
式
等
の
生

涯
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍

に
関
係
な
く
開
催
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
運
動
会
や
成
人
式
等
の
生

涯
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、
か
け
が

え
の
な
い
貴
重
な
思
い
出
と
な

る
有
意
義
な
活
動
で
あ
る
が
、

生
命
の
安
全
は
最
優
先
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
学
校
で
は
、

実
施
方
法
の
適
切
な
変
更
や
工

夫
を
検
討
し
、
成
人
式
で
は
成

人
式
実
行
委
員
会
を
中
心
に
感

染
拡
大
防
止
に
考
慮
し
た
企
画

を
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
も
生
涯
記
念
イ
ベ
ン
ト

は
、
国
や
県
の
宣
言
や
対
策
、

通
知
等
を
踏
ま
え
、
安
全
・
安

心
を
最
優
先
に
感
染
対
策
に
配

慮
し
な
が
ら
実
施
方
法
を
工
夫

し
、
可
能
な
限
り
実
施
す
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

【
教
育
長
】

　
　
カ
ワ
ウ
は
市
内
に
1
0
0

羽
以
上
い
る
と
考
え
て
い
る
。

1
0
0
羽
以
上
の
カ
ワ
ウ
が
1

日
5
0
0
グ
ラ
ム
の
生
物
を
捕

食
す
れ
ば
、
土
岐
川
の
生
物
が

著
し
く
減
少
す
る
こ
と
は
明
確

で
あ
る
。
市
内
の
土
岐
川
全
域

は
鉄
砲
を
打
つ
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
市
民
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
一
歩
と
し
て
カ

ワ
ウ
被
害
を
市
民
に
周
知
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
市
内
の
土
岐
川
に
お
い

て
、
市
民
生
活
に
影
響
が
な
い

こ
と
、
ア
ユ
を
含
め
た
土
岐
川

の
生
物
減
少
の
確
認
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
、
市
民
に
よ
る
対

策
が
想
定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
現
段
階
で
は
カ
ワ
ウ
被
害

を
周
知
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

【
経
済
部
長
】

問答 問

答

令和４年の成人式の様子

　瑞浪市明世町戸狩地内の開発区域内道路は、開発事業者に
より整備された6.0ｍの道路です。宅地開発事業の完了に伴
い、市道認定するものです。

開発区域内の市道認定

明世町戸狩地内に新しい市道ができました
議第35号　市道路線の認定について

問
答

行き止まりであるため、転回する場所が必要ではないか。
建築基準法施行令では、道路幅が6.0m以上の場合、
転回広場の設置義務はない。本路線の道路幅は6.0mで
あることから転回広場は設置されていない。

経済建設委員会

総務民生文教委員会

　地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い、市税条例の改正を行うものです。おもに住民税に係る改
正が行われ、住民税の住宅ローン控除の適用期限の延長、配当所得の課税方式の国税との統一、合計所得
金額に係る規定の整理が行われました。

住宅ローン控除の適用期限が2025年まで延長
議第29号　瑞浪市税条例等の一部を改正する条例の制定について

住宅ローン控除に関する改正について、適用期限を延長する理由は、ど
のようか。

問

住宅ローン控除の改正は、現行の控除率１％が0.7％に引き下げられた
ため、控除による支援規模が縮小されないよう控除期間は10年から13
年に延長された。

答

　令和４年４月に公職選挙法施行令の一部を改正
する政令が施行され、最近の物価等の変動に鑑
み、選挙運動用自動車の使用等の公営に要する
経費に関する限度額が引き上げられることに伴
い、瑞浪市の議員及び市長の選挙における選挙
運動の公営単価について改定を行うものです。

選挙運動に係る公費負担の限度額が引き上げられます
議第３３号　瑞浪市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について

選挙費用の公費負担の積算は、どのように行われているのか。問

国が積算し公職選挙法施行令に規定した公営単価に基づき、本条例の公費負担額を定めている。答

住宅ローン控除期間の延長

公費負担対象の費用
ビラの作成
※限度枚数有り

ポスターの作成
※単価に限度額有り

自動車の借上げ
※１日１台限り、対象期間有り

借上自動車の燃料代
※立候補届出日～選挙の前日

改正後

７円73銭／枚

16,100円／日

7,700円／日

7円51銭／枚

15,800円／日

7,560円／日

改正前
〇改正された公費負担額

／枚
541円31銭×掲示場数＋316,250円

掲示場数
／枚

525円6銭×掲示場数＋310,500円
掲示場数

委員会の審査報告市政一般質問
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市政一般質問
棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・指定管理者制度について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・子ども家庭総合支援室について
　・地域共生社会の実現について

榛 葉 利 広（公明党）
　・環境教育と学校施設のＺＥＢ化推進について
　・ミライロＩＤの活用について
　・帯状疱疹ワクチン接種の助成について

樋 田 翔 太（瑞浪政志会）
　・職員定着率向上による安定的な市政運営の実施について
　・市政への若者の参画について

成 瀬 徳 夫（瑞浪政志会）
　・通学路の安全確保について
　・市長提案説明とマニフェストについて
　・市長の政治姿勢について

柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・土岐川の生態系保護について
　・コロナ禍におけるイベント開催について

辻 　 正 之（新政クラブ）
　・高齢者支援サービスの充実について
　・森林とその周辺の農地の保全について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・産業としての農業の推進について
　・地域医療提供体制について
　・難聴高齢者の支援について

加 藤 輔 之（新政クラブ）
　・地域公共交通について

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・残骨灰の有効活用について
　・幼児園職員の処遇改善について

渡 邉 康 弘（瑞浪政志会）
　・子育て家庭に寄り添った保育環境の整備について
　・原油価格・物価高騰による給食費等の保護者負担の軽減について
　・東濃西部都市間連絡道路の整備推進について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　6月定例会では11人の議員が24の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

カ
ワ
ウ
被
害
を
市
民
に
周
知

柴田幸一郎（創政みずなみ）

生
涯
記
念
イ
ベ
ン
ト
は

　
　
　
　
　
　 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催

　
　
運
動
会
や
成
人
式
等
の
生

涯
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍

に
関
係
な
く
開
催
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
運
動
会
や
成
人
式
等
の
生

涯
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、
か
け
が

え
の
な
い
貴
重
な
思
い
出
と
な

る
有
意
義
な
活
動
で
あ
る
が
、

生
命
の
安
全
は
最
優
先
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
学
校
で
は
、

実
施
方
法
の
適
切
な
変
更
や
工

夫
を
検
討
し
、
成
人
式
で
は
成

人
式
実
行
委
員
会
を
中
心
に
感

染
拡
大
防
止
に
考
慮
し
た
企
画

を
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
も
生
涯
記
念
イ
ベ
ン
ト

は
、
国
や
県
の
宣
言
や
対
策
、

通
知
等
を
踏
ま
え
、
安
全
・
安

心
を
最
優
先
に
感
染
対
策
に
配

慮
し
な
が
ら
実
施
方
法
を
工
夫

し
、
可
能
な
限
り
実
施
す
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

【
教
育
長
】

　
　
カ
ワ
ウ
は
市
内
に
1
0
0

羽
以
上
い
る
と
考
え
て
い
る
。

1
0
0
羽
以
上
の
カ
ワ
ウ
が
1

日
5
0
0
グ
ラ
ム
の
生
物
を
捕

食
す
れ
ば
、
土
岐
川
の
生
物
が

著
し
く
減
少
す
る
こ
と
は
明
確

で
あ
る
。
市
内
の
土
岐
川
全
域

は
鉄
砲
を
打
つ
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
市
民
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
一
歩
と
し
て
カ

ワ
ウ
被
害
を
市
民
に
周
知
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
市
内
の
土
岐
川
に
お
い

て
、
市
民
生
活
に
影
響
が
な
い

こ
と
、
ア
ユ
を
含
め
た
土
岐
川

の
生
物
減
少
の
確
認
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
、
市
民
に
よ
る
対

策
が
想
定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
現
段
階
で
は
カ
ワ
ウ
被
害

を
周
知
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

【
経
済
部
長
】

問答 問

答

令和４年の成人式の様子

　瑞浪市明世町戸狩地内の開発区域内道路は、開発事業者に
より整備された6.0ｍの道路です。宅地開発事業の完了に伴
い、市道認定するものです。

開発区域内の市道認定

明世町戸狩地内に新しい市道ができました
議第35号　市道路線の認定について

問
答

行き止まりであるため、転回する場所が必要ではないか。
建築基準法施行令では、道路幅が6.0m以上の場合、
転回広場の設置義務はない。本路線の道路幅は6.0mで
あることから転回広場は設置されていない。

経済建設委員会

総務民生文教委員会

　地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い、市税条例の改正を行うものです。おもに住民税に係る改
正が行われ、住民税の住宅ローン控除の適用期限の延長、配当所得の課税方式の国税との統一、合計所得
金額に係る規定の整理が行われました。

住宅ローン控除の適用期限が2025年まで延長
議第29号　瑞浪市税条例等の一部を改正する条例の制定について

住宅ローン控除に関する改正について、適用期限を延長する理由は、ど
のようか。

問

住宅ローン控除の改正は、現行の控除率１％が0.7％に引き下げられた
ため、控除による支援規模が縮小されないよう控除期間は10年から13
年に延長された。

答

　令和４年４月に公職選挙法施行令の一部を改正
する政令が施行され、最近の物価等の変動に鑑
み、選挙運動用自動車の使用等の公営に要する
経費に関する限度額が引き上げられることに伴
い、瑞浪市の議員及び市長の選挙における選挙
運動の公営単価について改定を行うものです。

選挙運動に係る公費負担の限度額が引き上げられます
議第３３号　瑞浪市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について

選挙費用の公費負担の積算は、どのように行われているのか。問

国が積算し公職選挙法施行令に規定した公営単価に基づき、本条例の公費負担額を定めている。答

住宅ローン控除期間の延長

公費負担対象の費用
ビラの作成
※限度枚数有り

ポスターの作成
※単価に限度額有り

自動車の借上げ
※１日１台限り、対象期間有り

借上自動車の燃料代
※立候補届出日～選挙の前日

改正後

７円73銭／枚

16,100円／日

7,700円／日

7円51銭／枚

15,800円／日

7,560円／日

改正前
〇改正された公費負担額

／枚
541円31銭×掲示場数＋316,250円

掲示場数
／枚

525円6銭×掲示場数＋310,500円
掲示場数

委員会の審査報告市政一般質問
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辻　正之（新政クラブ）

　
　
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環

境
税
を
活
用
し
、
市
が
取
り
組

む
事
業
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
で
は
野
生
鳥
獣
被
害

や
倒
木
の
危
険
性
の
あ
る
森
林

の
整
備
等
を
す
る
「
里
山
林
整

備
事
業
」、
道
路
沿
い
な
ど
地

域
の
観
光
資
源
と
し
て
期
待
で

き
る
森
林
に
お
い
て
景
観
を
形

成
す
る
た
め
の
森
林
整
備
等
を

す
る
「
観
光
景
観
林
整
備
事

業
」、
市
が
特
に
必
要
と
考
え

地
域
を
支
え
る
人
材
育
成

清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税

　
　
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
地
域
で
の
助
け
合
い
・
支

え
合
い
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
さ
さ
エ
ー
ル
養
成
講

座
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
養
成
講
座
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
さ
エ
ー
ル
養
成
講
座
は
、
高

齢
者
へ
の
支
援
活
動
や
高
齢
者

施
設
で
の
活
動
等
を
行
う
「
さ

さ
エ
ー
ル
会
員
」
の
育
成
を
目

的
と
し
て
い
る
。
今
年
度
よ
り
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
受
講
者
を
対
象
に
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

研
修
」
を
開
催
し
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
立
ち

上
げ
に
繋
げ
た
い
。【

民
生
部
長
】

問答 問答

る
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
市
町
村
提

案
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

当
該
事
業
に
よ
り
、
令
和
元
年

度
は
、
日
吉
町
半
原
地
区
に
緩

衝
帯
の
整
備
と
、
日
吉
町
南
垣

外
地
区
と
陶
町
水
上
地
区
に
て

危
険
木
の
伐
採
を
実
施
、
令
和

2
年
度
は
、
中
山
道
琵
琶
峠
周

辺
で
の
東
屋
の
設
置
等
、
森
林

整
備
を
実
施
し
た
。【

経
済
部
長
】 土岐川堤防ウォーキングで支え合い

新
病
院
建
設
の
中
止
を
求
め
る

　
　
瑞
浪
市
年
金
組
合
が
、
市

長
懇
談
会
や
市
議
会
に
陳
情
書

を
提
出
し
補
聴
器
購
入
に
対
す

る
補
助
制
度
導
入
を
要
請
し
て

い
る
。
県
市
長
会
も
県
に
要
請

し
て
お
り
、
飛
騨
市
と
輪
之
内

町
は
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
本

市
の
来
年
度
予
算
に
補
聴
器
補

助
金
を
入
れ
る
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
。

　
　
高
齢
者
が
難
聴
に
な
る
こ

と
で
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が

高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

本
市
特
有
の
こ
と
で
は
な
く
、

全
国
共
通
の
課
題
で
あ
る
た
め
、

本
市
に
お
い
て
補
助
金
制
度
の

創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

【
民
生
部
長
】

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
総
合
医
療
を
行
え
る
病
院

を
土
岐
市
に
新
し
く
建
設
す
る

こ
と
に
市
民
の
反
対
の
声
は
多

く
な
り
、
街
頭
に
「
東
濃
厚
生

病
院
残
し
て
」
の
ポ
ス
タ
ー
も

出
た
。
ま
た
、
3
月
19
日
に
総

務
省
は
「
病
院
統
合
は
、
地
域

の
声
を
よ
く
聞
い
て
」
と
の
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
た
。

　
東
濃
中
部
病
院
事
務
組
合
議

会
は
、
7
月
に
臨
時
会
を
開
催

し
、
建
設
費
を
2
0
0
億
円
か

ら
2
9
0
億
円
増
額
す
る
と
の

こ
と
。
病
院
建
設
は
、
市
民
は

納
得
し
て
い
な
い
。
考
え
直
す

こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　
病
院
建
設
は
、
国
や
県
の

施
策
で
進
め
て
い
る
の
で
は
な

い
。
当
地
域
の
将
来
を
見
据
え

た
上
で
の
病
院
統
合
で
あ
り
、

新
病
院
に
最
新
の
設
備
と
医
療

問

答

問答お
年
寄
り
の
補
聴
器
購
入
補
助
を

ス
タ
ッ
フ
が
整
い
、
感
染
症
の

拡
大
時
に
も
対
応
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
新
た
な
設
備
に
は

お
金
が
か
か
る
が
、
こ
の
地
域

の
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る

た
め
に
、
何
も
変
更
す
る
こ
と

な
く
、
着
実
に
新
病
院
の
建
設

を
進
め
て
い
く
。

【
市
長
】

が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
市
民
や
地
域
組

織
、
交
通
事
業
者
、
行
政
が
そ

れ
ぞ
れ
役
割
分
担
し
、
地
域
ぐ

る
み
の
公
共
交
通
利
用
促
進
の

展
開
や
、
地
域
へ
の
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ

く
り
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
。

【
経
済
部
長
】

　
　
陶
地
区
の
公
共
交
通
に
対

し
て
、
瑞
浪
市
地
域
公
共
交
通

会
議
の
役
割
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
瑞
浪
市
地
域
公
共
交
通
会

議
は
「
道
路
運
送
法
」
と
「
地

域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再

生
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い

て
、
市
民
の
生
活
に
必
要
な
交

通
手
段
の
確
保
や
旅
客
の
利
便

の
増
進
を
図
り
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
に
必
要
な
事
項
を
協
議
し
て

い
る
。
陶
地
区
の
公
共
交
通
に

関
し
て
も
、
陶
町
連
合
区
会
に

伺
い
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
利
用
者
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
実
情

に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
に
向
け
協
議
を
し
て
い
る
。

【
経
済
部
長
】

加藤輔之（新政クラブ）

　
　
市
民
・
交
通
事
業
者
・
行

政
等
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
か
。

　
　
地
域
に
暮
ら
す
市
民
に

と
っ
て
、
持
続
可
能
で
利
便
性

の
高
い
移
動
手
段
の
確
保
を
図

る
た
め
に
は
、
交
通
事
業
者
の

自
助
努
力
や
行
政
の
支
援
だ
け

で
な
く
、
地
域
自
ら
公
共
交
通

を
創
り
、
守
り
、
育
て
る
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
関
わ
る
こ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
陶
線
を

地
域
協
働
で
公
共
交
通
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

持
続
可
能
に

問答 問答

ドアツードアの乗合タクシー

残
骨
灰
の
有
効
活
用
は

三輪田幸泰（新政クラブ）

幼
児
園
職
員
の
処
遇
改
善
を

　
　
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
園
長
の
補
職
を

課
長
級
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
各
保
育
士
の
負
担
増
に
対

応
す
る
た
め
、
任
期
付
職
員
や

会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
を

進
め
る
ほ
か
、
処
遇
改
善
の
一

環
と
し
て
今
年
度
よ
り
会
計
年

度
任
用
職
員
の
保
育
士
の
時
給

を
最
大
1
・
2
％
引
き
上
げ
て

い
る
。
園
長
の
補
職
を
課
長
級

に
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
近
隣
市
に
お
い
て
も
、

園
長
は
課
長
補
佐
級
の
職
務
の

級
と
し
て
お
り
、
適
切
と
判
断

し
て
い
る
。
一
方
、
多
様
化
す

る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
現
状
に
沿
っ
た
保
育
士
や

事
務
補
助
職
員
等
の
配
置
や
業

務
支
援
ソ
フ
ト
「
C
o
D
M
O
N
」

の
導
入
に
よ
り
、
業
務
の
省
力

化
を
図
る
と
と
も
に
、
保
育
士

が
保
育
に
専
念
で
き
る
環
境
の

構
築
を
進
め
て
い
く
。

【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

　
　
残
骨
灰
に
含
ま
れ
る
有
価

物
を
財
源
化
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
が
、
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
県
内
で
残
骨
灰
に
含
ま
れ

る
有
価
物
を
財
源
化
し
て
い
る

の
は
岐
阜
市
の
み
で
あ
る
が
、

平
成
30
年
に
厚
労
省
が
行
っ
た

抽
出
調
査
で
は
、
約
2
割
の
自

治
体
が
財
源
化
し
て
い
る
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
尊
厳
を
守
り
、
ご
遺
族
等
の

お
気
持
ち
を
最
優
先
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
市
民

の
意
識
を
把
握
し
、
多
く
の
方

に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
財
源
化
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。【

経
済
部
次
長
】

問答 問答

業務支援ソフト「CoDMON」
「東濃厚生病院残して」ポスター

市政一般質問市政一般質問
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辻　正之（新政クラブ）

　
　
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環

境
税
を
活
用
し
、
市
が
取
り
組

む
事
業
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
で
は
野
生
鳥
獣
被
害

や
倒
木
の
危
険
性
の
あ
る
森
林

の
整
備
等
を
す
る
「
里
山
林
整

備
事
業
」、
道
路
沿
い
な
ど
地

域
の
観
光
資
源
と
し
て
期
待
で

き
る
森
林
に
お
い
て
景
観
を
形

成
す
る
た
め
の
森
林
整
備
等
を

す
る
「
観
光
景
観
林
整
備
事

業
」、
市
が
特
に
必
要
と
考
え

地
域
を
支
え
る
人
材
育
成

清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税

　
　
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
地
域
で
の
助
け
合
い
・
支

え
合
い
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
さ
さ
エ
ー
ル
養
成
講

座
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
養
成
講
座
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
さ
エ
ー
ル
養
成
講
座
は
、
高

齢
者
へ
の
支
援
活
動
や
高
齢
者

施
設
で
の
活
動
等
を
行
う
「
さ

さ
エ
ー
ル
会
員
」
の
育
成
を
目

的
と
し
て
い
る
。
今
年
度
よ
り
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
受
講
者
を
対
象
に
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

研
修
」
を
開
催
し
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
立
ち

上
げ
に
繋
げ
た
い
。【

民
生
部
長
】

問答 問答

る
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
市
町
村
提

案
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

当
該
事
業
に
よ
り
、
令
和
元
年

度
は
、
日
吉
町
半
原
地
区
に
緩

衝
帯
の
整
備
と
、
日
吉
町
南
垣

外
地
区
と
陶
町
水
上
地
区
に
て

危
険
木
の
伐
採
を
実
施
、
令
和

2
年
度
は
、
中
山
道
琵
琶
峠
周

辺
で
の
東
屋
の
設
置
等
、
森
林

整
備
を
実
施
し
た
。【

経
済
部
長
】 土岐川堤防ウォーキングで支え合い

新
病
院
建
設
の
中
止
を
求
め
る

　
　
瑞
浪
市
年
金
組
合
が
、
市

長
懇
談
会
や
市
議
会
に
陳
情
書

を
提
出
し
補
聴
器
購
入
に
対
す

る
補
助
制
度
導
入
を
要
請
し
て

い
る
。
県
市
長
会
も
県
に
要
請

し
て
お
り
、
飛
騨
市
と
輪
之
内

町
は
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
本

市
の
来
年
度
予
算
に
補
聴
器
補

助
金
を
入
れ
る
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
。

　
　
高
齢
者
が
難
聴
に
な
る
こ

と
で
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が

高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

本
市
特
有
の
こ
と
で
は
な
く
、

全
国
共
通
の
課
題
で
あ
る
た
め
、

本
市
に
お
い
て
補
助
金
制
度
の

創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

【
民
生
部
長
】

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
総
合
医
療
を
行
え
る
病
院

を
土
岐
市
に
新
し
く
建
設
す
る

こ
と
に
市
民
の
反
対
の
声
は
多

く
な
り
、
街
頭
に
「
東
濃
厚
生

病
院
残
し
て
」
の
ポ
ス
タ
ー
も

出
た
。
ま
た
、
3
月
19
日
に
総

務
省
は
「
病
院
統
合
は
、
地
域

の
声
を
よ
く
聞
い
て
」
と
の
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
た
。

　
東
濃
中
部
病
院
事
務
組
合
議

会
は
、
7
月
に
臨
時
会
を
開
催

し
、
建
設
費
を
2
0
0
億
円
か

ら
2
9
0
億
円
増
額
す
る
と
の

こ
と
。
病
院
建
設
は
、
市
民
は

納
得
し
て
い
な
い
。
考
え
直
す

こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　
病
院
建
設
は
、
国
や
県
の

施
策
で
進
め
て
い
る
の
で
は
な

い
。
当
地
域
の
将
来
を
見
据
え

た
上
で
の
病
院
統
合
で
あ
り
、

新
病
院
に
最
新
の
設
備
と
医
療

問

答

問答お
年
寄
り
の
補
聴
器
購
入
補
助
を

ス
タ
ッ
フ
が
整
い
、
感
染
症
の

拡
大
時
に
も
対
応
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
新
た
な
設
備
に
は

お
金
が
か
か
る
が
、
こ
の
地
域

の
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る

た
め
に
、
何
も
変
更
す
る
こ
と

な
く
、
着
実
に
新
病
院
の
建
設

を
進
め
て
い
く
。

【
市
長
】

が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
市
民
や
地
域
組

織
、
交
通
事
業
者
、
行
政
が
そ

れ
ぞ
れ
役
割
分
担
し
、
地
域
ぐ

る
み
の
公
共
交
通
利
用
促
進
の

展
開
や
、
地
域
へ
の
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ

く
り
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
。

【
経
済
部
長
】

　
　
陶
地
区
の
公
共
交
通
に
対

し
て
、
瑞
浪
市
地
域
公
共
交
通

会
議
の
役
割
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
瑞
浪
市
地
域
公
共
交
通
会

議
は
「
道
路
運
送
法
」
と
「
地

域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再

生
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い

て
、
市
民
の
生
活
に
必
要
な
交

通
手
段
の
確
保
や
旅
客
の
利
便

の
増
進
を
図
り
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
に
必
要
な
事
項
を
協
議
し
て

い
る
。
陶
地
区
の
公
共
交
通
に

関
し
て
も
、
陶
町
連
合
区
会
に

伺
い
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
利
用
者
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
実
情

に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
に
向
け
協
議
を
し
て
い
る
。

【
経
済
部
長
】

加藤輔之（新政クラブ）

　
　
市
民
・
交
通
事
業
者
・
行

政
等
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
か
。

　
　
地
域
に
暮
ら
す
市
民
に

と
っ
て
、
持
続
可
能
で
利
便
性

の
高
い
移
動
手
段
の
確
保
を
図

る
た
め
に
は
、
交
通
事
業
者
の

自
助
努
力
や
行
政
の
支
援
だ
け

で
な
く
、
地
域
自
ら
公
共
交
通

を
創
り
、
守
り
、
育
て
る
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
関
わ
る
こ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
陶
線
を

地
域
協
働
で
公
共
交
通
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　 
持
続
可
能
に

問答 問答

ドアツードアの乗合タクシー

残
骨
灰
の
有
効
活
用
は

三輪田幸泰（新政クラブ）

幼
児
園
職
員
の
処
遇
改
善
を

　
　
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
園
長
の
補
職
を

課
長
級
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
各
保
育
士
の
負
担
増
に
対

応
す
る
た
め
、
任
期
付
職
員
や

会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
を

進
め
る
ほ
か
、
処
遇
改
善
の
一

環
と
し
て
今
年
度
よ
り
会
計
年

度
任
用
職
員
の
保
育
士
の
時
給

を
最
大
1
・
2
％
引
き
上
げ
て

い
る
。
園
長
の
補
職
を
課
長
級

に
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
近
隣
市
に
お
い
て
も
、

園
長
は
課
長
補
佐
級
の
職
務
の

級
と
し
て
お
り
、
適
切
と
判
断

し
て
い
る
。
一
方
、
多
様
化
す

る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
現
状
に
沿
っ
た
保
育
士
や

事
務
補
助
職
員
等
の
配
置
や
業

務
支
援
ソ
フ
ト
「
C
o
D
M
O
N
」

の
導
入
に
よ
り
、
業
務
の
省
力

化
を
図
る
と
と
も
に
、
保
育
士

が
保
育
に
専
念
で
き
る
環
境
の

構
築
を
進
め
て
い
く
。

【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

　
　
残
骨
灰
に
含
ま
れ
る
有
価

物
を
財
源
化
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
が
、
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
県
内
で
残
骨
灰
に
含
ま
れ

る
有
価
物
を
財
源
化
し
て
い
る

の
は
岐
阜
市
の
み
で
あ
る
が
、

平
成
30
年
に
厚
労
省
が
行
っ
た

抽
出
調
査
で
は
、
約
2
割
の
自

治
体
が
財
源
化
し
て
い
る
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
尊
厳
を
守
り
、
ご
遺
族
等
の

お
気
持
ち
を
最
優
先
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
市
民

の
意
識
を
把
握
し
、
多
く
の
方

に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
財
源
化
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。【

経
済
部
次
長
】

問答 問答

業務支援ソフト「CoDMON」
「東濃厚生病院残して」ポスター

市政一般質問市政一般質問
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渡邉康弘（瑞浪政志会）

　
　
新
病
院
建
設
に
合
わ
せ
て
、

東
濃
西
部
都
市
間
連
絡
道
路
の

瑞
浪
市
か
ら
土
岐
市
ま
で
の
区

間
の
早
期
事
業
化
の
要
望
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
新
病
院
は
瑞
浪
市
民
だ
け

で
な
く
近
隣
市
の
方
々
も
利
用

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
東
濃
西
部
都
市
間
連
絡
道
路

給
食
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保

　
　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の

影
響
で
保
護
者
の
負
担
す
る
現

状
の
給
食
費
の
み
で
給
食
の
質

を
確
保
し
、
栄
養
価
の
あ
る
メ

ニ
ュ
ー
を
安
定
的
に
提
供
す
る

こ
と
に
対
し
て
不
安
の
声
が
保

護
者
か
ら
上
が
っ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
給
食
費
の
値
上
げ

を
断
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
だ
か
ら
こ

そ
、
瑞
浪
市
で
も
国
か
ら
の
交

付
金
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
幼
児
園
、
小
・
中
学
校
の

給
食
費
の
保
護
者
負
担
分
の
無

償
化
を
実
施
し
、
給
食
費
の
長

期
的
な
据
え
置
き
を
宣
言
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
令
和
４
年
度
に
お
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
て
食
材
の
高
騰
分

を
支
援
し
、
保
護
者
の
負
担
を

増
や
す
こ
と
な
く
、
円
滑
に
給

食
を
提
供
す
る
。

　
交
付
金
を
活
用
し
て
、
値
上

げ
を
実
施
し
な
い
よ
う
に
努
め

る
が
、
給
食
費
の
無
償
化
ま
で

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
・

民
生
部
次
長
・
市
長
】

問答 問答

は
新
病
院
の
北
側
に
想
定
さ
れ

て
お
り
、
道
路
が
開
通
す
る
こ

と
で
よ
り
多
く
の
地
域
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
す
る
ば
か

り
で
な
く
県
立
多
治
見
病
院
等

と
の
連
携
向
上
も
見
込
ま
れ

る
。
早
期
整
備
が
実
現
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　 【
建
設
部
長
】

幼児園での給食風景

指
定
管
理
者
の
固
定
化
に
つ
い
て

　
　
指
定
管
理
料
の
算
定
方
法

に
つ
い
て
、
各
施
設
の
管
理
料

の
差
が
大
き
い
う
え
利
用
者
を

増
や
せ
ば
管
理
料
が
下
が
る
仕

組
み
の
た
め
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
は
考
え
に

く
い
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
も
含
め
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
現
行
の
運
用
で
は
指
定
管

理
者
の
提
案
に
よ
る
自
主
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
も
可
能
で
、

自
主
事
業
で
の
収
入
は
積
算
対

象
外
の
た
め
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

　
多
様
化
す
る
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
民
間
の
能

力
を
活
用
し
つ
つ
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
削
減
を
図
る
。

【
理
事(

兼)

総
務
部
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

　
　
23
の
指
定
管
理
施
設
の
う

ち
、
過
去
5
年
間
で
公
募
対
象

施
設
の
内
訳
と
申
込
件
数
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
非
公
募
と

し
た
施
設
の
理
由
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
公
募
し
た
施
設
は
市
民
図

書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と

き
わ
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

３
施
設
で
、
申
込
件
数
は
い
ず

れ
も
１
件
。

　
非
公
募
理
由
に
つ
い
て
、
地

区
公
民
館
は
地
域
住
民
が
利
用

し
そ
の
地
域
団
体
が
管
理
す
る

た
め
非
公
募
と
し
て
い
る
。
福

祉
施
設
は
事
業
運
営
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
を
必
要
と
し
、
地
域

社
会
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す

る
社
会
福
祉
法
人
に
て
良
好
に

運
営
さ
れ
て
い
る
た
め
非
公
募
、

問答 問答指
定
管
理
料
の
算
定
方
法
は

ま
た
き
な
ぁ
た
瑞
浪
は
第
3
セ

ク
タ
ー
と
し
て
設
立
し
、
そ
の

運
営
に
本
市
の
施
策
、
施
設
と

団
体
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る

た
め
非
公
募
と
し
て
い
る
。
引

き
続
き
指
定
管
理
者
の
管
理
運

営
を
効
果
検
証
し
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
な

ど
適
切
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

【
理
事(

兼)

総
務
部
長
】

看
護
師
、
保
健
師
等
、
多
方
面

に
わ
た
り
資
格
を
有
す
る
分
野

で
の
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本

市
独
自
で
の
特
定
の
職
種
、
分

野
に
対
す
る
人
材
確
保
の
た
め

の
支
援
制
度
の
創
設
は
考
え
て

い
な
い
。

【
民
生
部
長
】

　
　
専
門
の
支
援
員
等
の
配
置

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
と
横
断
的
な
連
携

を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　
子
ど
も
家
庭
支
援
員
と
し

て
正
規
職
員
２
名
、
家
庭
児
童

相
談
員
と
し
て
会
計
年
度
任
用

職
員
２
名
を
配
置
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
保
育
士
免
許
、
職

員
免
許
を
有
し
た
職
員
で
あ
り
、

今
ま
で
以
上
に
幼
児
園
、
保
育

園
、
小
・
中
学
校
と
の
連
携
が

図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
学
校
や
幼
児
園
等
に
地
域
の

子
ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
情
報

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る
こ

と
で
関
係
を
よ
り
強
力
な
も
の

に
し
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

や
家
庭
に
対
し
継
続
的
に
切
れ

目
の
な
い
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
福
祉
分
野
、
特
に
介
護
分

野
に
お
け
る
人
材
不
足
は
深
刻

で
あ
り
、
地
域
の
高
齢
者
介
護

を
支
え
る
人
的
基
盤
の
質
と
量
、

両
面
か
ら
の
確
保
に
係
る
取
り

組
み
の
強
化
を
不
断
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福

祉
人
材
の
養
成
と
確
保
の
た
め
、

市
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
て
は

ど
う
か
。

　
　
支
援
制
度
の
創
設
に
は
、

実
態
調
査
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
の

も
と
、
市
が
実
施
す
る
必
要
性
・

公
平
性
・
効
果
の
検
証
等
を
慎

重
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
少
子
化
に
よ
り
健
康

福
祉
分
野
に
限
っ
て
も
、
介
護

福
祉
士
の
み
な
ら
ず
、
保
育
士
、

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
室
が
新
設

福
祉
人
材
の
不
足
へ
の
支
援
策
を

問答 問答

岐阜県社会福祉協議会
パンフレット

学
校
施
設
の
Z
E
B
化
推
進

榛葉利広（公明党）

ア
プ
リ
で
障
が
い
者
に
安
心
を

　
　
本
市
の
運
営
す
る
施
設
や

公
共
交
通
機
関
で
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ

Ｄ
を
活
用
し
、
障
が
い
者
の
精

神
的
負
担
の
軽
減
に
繋
げ
て
は

ど
う
か
。

　
　
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
は
、
手
帳

と
同
じ
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で

き
、
紛
失
な
ら
び
に
個
人
情
報

漏
洩
の
リ
ス
ク
、
情
報
開
示
に

よ
る
心
理
的
負
担
の
軽
減
等
、

障
が
い
者
の
生
活
の
う
え
で
の

課
題
解
消
に
繋
が
る
。
ま
た
、

活
用
事
業
者
や
団
体
に
お
い
て

は
、
多
岐
に
わ
た
る
手
帳
の
確

認
作
業
の
簡
素
化
も
期
待
で
き

る
。

　
県
内
で
は
、
本
年
４
月
か
ら

中
津
川
市
が
文
教
施
設
等
で
活

用
を
開
始
。
岐
阜
県
で
も
本
年

２
月
の
定
例
会
で
「
ミ
ラ
イ
ロ

Ｉ
Ｄ
の
活
用
に
向
け
た
検
討
を

進
め
、
市
町
村
に
対
し
活
用
状

況
等
の
情
報
提
供
を
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
文
化
施
設
の
減
免
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
割
引
で

の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

【
市
長
】

　
　
今
後
の
小
中
学
校
大
規
模

改
修
等
に
合
わ
せ
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
等
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
事
業
を
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
改
修
計
画
に
よ
り
、
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
瑞
浪
小
学

校
、
瑞
浪
中
学
校
、
瑞
浪
南
中

学
校
の
３
校
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
度
に
改
修
が
必
要
な
箇
所

の
調
査
を
行
っ
た
。
今
後
バ
リ

ア
フ
リ
ー
等
の
機
能
向
上
、
省

エ
ネ
等
の
観
点
か
ら
も
検
討
を

進
め
る
。

　
既
存
施
設
の
大
規
模
改
修
で

は
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
図
る
こ
と
は

困
難
だ
が
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
に

よ
る
省
エ
ネ
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
学
校
施
設
の
長
寿
命

化
、
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
の

整
備
を
優
先
に
進
め
て
い
く
。

【
教
育
長
】

問答 問答

障害者手帳アプリ
指定管理施設「きなぁた瑞浪」

市政一般質問市政一般質問
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渡邉康弘（瑞浪政志会）

　
　
新
病
院
建
設
に
合
わ
せ
て
、

東
濃
西
部
都
市
間
連
絡
道
路
の

瑞
浪
市
か
ら
土
岐
市
ま
で
の
区

間
の
早
期
事
業
化
の
要
望
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
新
病
院
は
瑞
浪
市
民
だ
け

で
な
く
近
隣
市
の
方
々
も
利
用

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
東
濃
西
部
都
市
間
連
絡
道
路

給
食
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保

　
　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の

影
響
で
保
護
者
の
負
担
す
る
現

状
の
給
食
費
の
み
で
給
食
の
質

を
確
保
し
、
栄
養
価
の
あ
る
メ

ニ
ュ
ー
を
安
定
的
に
提
供
す
る

こ
と
に
対
し
て
不
安
の
声
が
保

護
者
か
ら
上
が
っ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
給
食
費
の
値
上
げ

を
断
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
だ
か
ら
こ

そ
、
瑞
浪
市
で
も
国
か
ら
の
交

付
金
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
幼
児
園
、
小
・
中
学
校
の

給
食
費
の
保
護
者
負
担
分
の
無

償
化
を
実
施
し
、
給
食
費
の
長

期
的
な
据
え
置
き
を
宣
言
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
令
和
４
年
度
に
お
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
て
食
材
の
高
騰
分

を
支
援
し
、
保
護
者
の
負
担
を

増
や
す
こ
と
な
く
、
円
滑
に
給

食
を
提
供
す
る
。

　
交
付
金
を
活
用
し
て
、
値
上

げ
を
実
施
し
な
い
よ
う
に
努
め

る
が
、
給
食
費
の
無
償
化
ま
で

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
・

民
生
部
次
長
・
市
長
】

問答 問答

は
新
病
院
の
北
側
に
想
定
さ
れ

て
お
り
、
道
路
が
開
通
す
る
こ

と
で
よ
り
多
く
の
地
域
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
す
る
ば
か

り
で
な
く
県
立
多
治
見
病
院
等

と
の
連
携
向
上
も
見
込
ま
れ

る
。
早
期
整
備
が
実
現
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　 【
建
設
部
長
】

幼児園での給食風景

指
定
管
理
者
の
固
定
化
に
つ
い
て

　
　
指
定
管
理
料
の
算
定
方
法

に
つ
い
て
、
各
施
設
の
管
理
料

の
差
が
大
き
い
う
え
利
用
者
を

増
や
せ
ば
管
理
料
が
下
が
る
仕

組
み
の
た
め
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
は
考
え
に

く
い
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
も
含
め
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
現
行
の
運
用
で
は
指
定
管

理
者
の
提
案
に
よ
る
自
主
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
も
可
能
で
、

自
主
事
業
で
の
収
入
は
積
算
対

象
外
の
た
め
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

　
多
様
化
す
る
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
民
間
の
能

力
を
活
用
し
つ
つ
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
削
減
を
図
る
。

【
理
事(

兼)

総
務
部
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

　
　
23
の
指
定
管
理
施
設
の
う

ち
、
過
去
5
年
間
で
公
募
対
象

施
設
の
内
訳
と
申
込
件
数
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
非
公
募
と

し
た
施
設
の
理
由
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
公
募
し
た
施
設
は
市
民
図

書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と

き
わ
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

３
施
設
で
、
申
込
件
数
は
い
ず

れ
も
１
件
。

　
非
公
募
理
由
に
つ
い
て
、
地

区
公
民
館
は
地
域
住
民
が
利
用

し
そ
の
地
域
団
体
が
管
理
す
る

た
め
非
公
募
と
し
て
い
る
。
福

祉
施
設
は
事
業
運
営
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
を
必
要
と
し
、
地
域

社
会
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す

る
社
会
福
祉
法
人
に
て
良
好
に

運
営
さ
れ
て
い
る
た
め
非
公
募
、

問答 問答指
定
管
理
料
の
算
定
方
法
は

ま
た
き
な
ぁ
た
瑞
浪
は
第
3
セ

ク
タ
ー
と
し
て
設
立
し
、
そ
の

運
営
に
本
市
の
施
策
、
施
設
と

団
体
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る

た
め
非
公
募
と
し
て
い
る
。
引

き
続
き
指
定
管
理
者
の
管
理
運

営
を
効
果
検
証
し
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
な

ど
適
切
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

【
理
事(

兼)

総
務
部
長
】

看
護
師
、
保
健
師
等
、
多
方
面

に
わ
た
り
資
格
を
有
す
る
分
野

で
の
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本

市
独
自
で
の
特
定
の
職
種
、
分

野
に
対
す
る
人
材
確
保
の
た
め

の
支
援
制
度
の
創
設
は
考
え
て

い
な
い
。

【
民
生
部
長
】

　
　
専
門
の
支
援
員
等
の
配
置

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
と
横
断
的
な
連
携

を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　
子
ど
も
家
庭
支
援
員
と
し

て
正
規
職
員
２
名
、
家
庭
児
童

相
談
員
と
し
て
会
計
年
度
任
用

職
員
２
名
を
配
置
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
保
育
士
免
許
、
職

員
免
許
を
有
し
た
職
員
で
あ
り
、

今
ま
で
以
上
に
幼
児
園
、
保
育

園
、
小
・
中
学
校
と
の
連
携
が

図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
学
校
や
幼
児
園
等
に
地
域
の

子
ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
情
報

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る
こ

と
で
関
係
を
よ
り
強
力
な
も
の

に
し
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

や
家
庭
に
対
し
継
続
的
に
切
れ

目
の
な
い
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
福
祉
分
野
、
特
に
介
護
分

野
に
お
け
る
人
材
不
足
は
深
刻

で
あ
り
、
地
域
の
高
齢
者
介
護

を
支
え
る
人
的
基
盤
の
質
と
量
、

両
面
か
ら
の
確
保
に
係
る
取
り

組
み
の
強
化
を
不
断
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福

祉
人
材
の
養
成
と
確
保
の
た
め
、

市
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
て
は

ど
う
か
。

　
　
支
援
制
度
の
創
設
に
は
、

実
態
調
査
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
の

も
と
、
市
が
実
施
す
る
必
要
性
・

公
平
性
・
効
果
の
検
証
等
を
慎

重
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
少
子
化
に
よ
り
健
康

福
祉
分
野
に
限
っ
て
も
、
介
護

福
祉
士
の
み
な
ら
ず
、
保
育
士
、

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
室
が
新
設

福
祉
人
材
の
不
足
へ
の
支
援
策
を

問答 問答

岐阜県社会福祉協議会
パンフレット

学
校
施
設
の
Z
E
B
化
推
進

榛葉利広（公明党）

ア
プ
リ
で
障
が
い
者
に
安
心
を

　
　
本
市
の
運
営
す
る
施
設
や

公
共
交
通
機
関
で
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ

Ｄ
を
活
用
し
、
障
が
い
者
の
精

神
的
負
担
の
軽
減
に
繋
げ
て
は

ど
う
か
。

　
　
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
は
、
手
帳

と
同
じ
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で

き
、
紛
失
な
ら
び
に
個
人
情
報

漏
洩
の
リ
ス
ク
、
情
報
開
示
に

よ
る
心
理
的
負
担
の
軽
減
等
、

障
が
い
者
の
生
活
の
う
え
で
の

課
題
解
消
に
繋
が
る
。
ま
た
、

活
用
事
業
者
や
団
体
に
お
い
て

は
、
多
岐
に
わ
た
る
手
帳
の
確

認
作
業
の
簡
素
化
も
期
待
で
き

る
。

　
県
内
で
は
、
本
年
４
月
か
ら

中
津
川
市
が
文
教
施
設
等
で
活

用
を
開
始
。
岐
阜
県
で
も
本
年

２
月
の
定
例
会
で
「
ミ
ラ
イ
ロ

Ｉ
Ｄ
の
活
用
に
向
け
た
検
討
を

進
め
、
市
町
村
に
対
し
活
用
状

況
等
の
情
報
提
供
を
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
文
化
施
設
の
減
免
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
割
引
で

の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

【
市
長
】

　
　
今
後
の
小
中
学
校
大
規
模

改
修
等
に
合
わ
せ
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
等
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
事
業
を
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
改
修
計
画
に
よ
り
、
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
瑞
浪
小
学

校
、
瑞
浪
中
学
校
、
瑞
浪
南
中

学
校
の
３
校
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
度
に
改
修
が
必
要
な
箇
所

の
調
査
を
行
っ
た
。
今
後
バ
リ

ア
フ
リ
ー
等
の
機
能
向
上
、
省

エ
ネ
等
の
観
点
か
ら
も
検
討
を

進
め
る
。

　
既
存
施
設
の
大
規
模
改
修
で

は
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
図
る
こ
と
は

困
難
だ
が
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
に

よ
る
省
エ
ネ
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
学
校
施
設
の
長
寿
命

化
、
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
の

整
備
を
優
先
に
進
め
て
い
く
。

【
教
育
長
】

問答 問答

障害者手帳アプリ
指定管理施設「きなぁた瑞浪」

市政一般質問市政一般質問
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条　例

その他

予　算

※議第34号、議題35号は、内容をわかりやすくするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先

承　認

承第   ２号

承第   ３号

承第   ４号

承第   ５号

専決処分の承認について（令和３年度専第９号　瑞浪市税条例の
一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和３年度専第１０号　瑞浪市都市計
画税条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認について（令和４年度専第１号　令和４年度瑞浪
市一般会計補正予算（第１号））

瑞浪市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例の制定について
財産の取得について【地域公共ネットワーク機器更新】

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市税条例等の一部を改正する条例の制定について

市道路線の認定について【市道柱本 1号線】
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第２号）
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第３号）
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第４号）

専決処分の承認について（令和３年度専第１１号　瑞浪市地方活
力向上地域における瑞浪市固定資産税の課税免除及び不均一課税
に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

瑞浪市における再生可能エネルギー発電設備の設置と自然環境等
の保全との調和に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

議第 29号
議第 30号
議第 31号

議第 32号

議第 33号

議第 34号
議第 35号
議第 36号
議第 37号
議第 38号

承認

承認

承認

承認

経 済 建 設

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教
経 済 建 設
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算

可決
可決
可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決

樋田翔太（瑞浪政志会）

　
　
若
者
の
市
政
参
画
は
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や
積

極
的
に
市
政
に
関
わ
る
市
民
の

増
加
に
寄
与
す
る
。
新
し
く
創

設
し
た
「
瑞
浪
市
役
所
ミ
ラ
イ

創
ろ
ま
い
課
」
の
設
立
目
的
は

何
か
。

　
　「
瑞
浪
市
役
所
ミ
ラ
イ
創

ろ
ま
い
課
」
は
、
学
生
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
名
称

で
、
市
内
高
校
3
校
か
ら
38
名

が
立
候
補
し
た
。
こ
の
活
動
の

任
期
は
2
年
で
、
市
の
地
域
資

源
の
調
査
研
究
や
企
画
、
実
践

活
動
を
行
う
。
学
生
自
ら
が
企

画
し
た
地
域
活
動
に
市
民
を
巻

民
間
の
発
想
を
市
政
に
反
映

若
者
が
創
り
出
す
ミ
ラ
イ

　
　
職
員
の
定
着
率
の
向
上
は
、

市
政
の
安
定
的
な
運
営
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
と
繋
が
る
。

職
場
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
離

職
率
の
低
下
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
国
県
の
機
関
や
民

間
企
業
と
の
人
材
交
流
を
行
う

こ
と
で
得
ら
れ
た
知
識
を
市
政

運
営
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
職
員
一
人
当
た
り
の
業
務

量
増
加
や
育
児
休
業
取
得
職
員

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
第

四
次
定
員
適
正
化
計
画
に
お
い

て
目
標
定
員
数
を
4
1
5
名
と

定
め
、
職
場
環
境
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国
県

の
機
関
へ
の
派
遣
を
継
続
的
に

実
施
し
て
お
り
、
派
遣
先
で
得

た
知
識
を
復
帰
後
の
職
務
に
生

か
し
て
い
る
。
民
間
と
の
人
事

交
流
は
本
市
と
民
間
企
業
の
双

方
に
と
っ
て
、
新
た
な
ノ
ウ
ハ

ウ
の
取
得
や
仕
事
の
視
野
の
広

が
り
な
ど
が
期
待
で
き
る
場
合

に
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

問答 問答

き
込
み
な
が
ら
実
践
す
る
こ
と

で
地
域
の
活
性
化
と
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
や
、

若
者
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
と

企
画
力
に
よ
り
市
を
全
国
に
発

信
し
、
人
を
呼
び
込
む
よ
う
な

効
果
も
期
待
し
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

瑞浪市役所
ミライ創ろまい課の活動

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
組
み
は

　
　
首
長
の
多
選
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
途

中
で
あ
る
が
５
期
目
の
挑
戦
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

　
　
首
長
の
多
選
に
つ
い
て
は

２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
１

つ
目
は
本
人
の
健
康
・
意
欲
・

気
力
の
３
つ
が
欠
け
る
こ
と
な

く
課
題
解
決
に
向
け
対
応
し
実

施
で
き
る
か
、
２
つ
目
は
首
長

に
よ
る
独
善
化
、
専
制
化
と
組

織
の
硬
直
化
が
問
題
と
考
え
る
。

私
も
４
期
目
で
あ
り
多
選
に
な

ろ
う
か
と
思
う
が
、
こ
の
２
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
重
要
で
あ
り
、

ま
た
市
政
運
営
を
議
会
、
市
民
、

職
員
の
皆
さ
ん
で
考
え
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
私

に
と
っ
て
大
き
な
決
断
に
よ
り

実
行
し
て
お
り
、
実
現
に
向
け

鋭
意
努
力
し
、
着
実
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
う
え
で
５

期
目
の
挑
戦
に
つ
い
て
は
、
今

後
私
の
健
康
・
意
欲
・
気
力
と

後
援
会
や
各
界
各
層
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
拝
聴
す
る
中
で

判
断
し
た
い
。　
　
　  【
市
長
】

成瀬徳夫（瑞浪政志会）

　
　
市
長
提
案
説
明
に
掲
げ
た

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、

残
り
の
任
期
で
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
　
私
の
残
さ
れ
た
市
長
任
期

中
に
市
長
提
案
説
明
に
掲
げ
た

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
完
了

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次

世
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
未
来
の
礎
と
な
る

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
本
市
が
よ
り
よ
い
ま
ち
と

な
る
よ
う
推
進
し
て
き
た
。

　
一
定
の
方
向
性
を
お
示
し
で

き
た
こ
と
で
実
効
性
の
高
ま
り

問答 問答首
長
の
多
選
と
５
期
目
の
挑
戦
は

を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
も
一
つ
ひ

と
つ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
丁

寧
に
説
明
し
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
第
７
次
総
合
計
画

に
位
置
づ
け
推
進
し
て
い
く
。

【
市
長
】

新病院の建設予定地
東濃中部地域新病院建設基本構想より

改修を終えた議場に  
ぜひお越しください！

バリアフリー化や照明のLED化を行い、傍聴しや
すくなったと評判の新議場。以下に傍聴の流れを
ご紹介しますので、皆様もぜひ傍聴にお越しくだ
さい！

１．議場は市役所５階
　　にあります。
　　エレベーターを
　　ご利用ください。

２．エレベーターを降
　　りた正面にある受
　　付で、受付簿に記
　　入すると傍聴券が
　　もらえます。

３．左に進むと議場です。議場には入ら
　　ずに左の通路を進むと傍聴席です。

※　傍聴席は本会議中も出入り自由です。関心のある議論のみの傍聴
　　でもOK ですので、お気軽にお越しください。

議長席 執行部席
（市長、副市長、
教育長、部長など）

議員席
傍聴席から見た議場

ここ

６月定例会の傍聴者にお話を聞きました。

Q. 傍聴に来られた理由を教えてください。
A. 地元の議員が一般質問を行うので聞
　 きに来ました。

Q. 傍聴していかがでしたか？

A. 以前よりも議場が明るくなり、傍聴
　 しやすくなったと感じました。ライ
　 ブ中継やケーブルテレビの中継もあ
　 るので、そちらも活用してより多く
　 の市民に関心を持ってもらえると良
　 いですね。
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6月定例会議決結果一覧

条　例

その他

予　算

※議第34号、議題35号は、内容をわかりやすくするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先

承　認

承第   ２号

承第   ３号

承第   ４号

承第   ５号

専決処分の承認について（令和３年度専第９号　瑞浪市税条例の
一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和３年度専第１０号　瑞浪市都市計
画税条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認について（令和４年度専第１号　令和４年度瑞浪
市一般会計補正予算（第１号））

瑞浪市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例の制定について
財産の取得について【地域公共ネットワーク機器更新】

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市税条例等の一部を改正する条例の制定について

市道路線の認定について【市道柱本 1号線】
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第２号）
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第３号）
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第４号）

専決処分の承認について（令和３年度専第１１号　瑞浪市地方活
力向上地域における瑞浪市固定資産税の課税免除及び不均一課税
に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

瑞浪市における再生可能エネルギー発電設備の設置と自然環境等
の保全との調和に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

議第 29号
議第 30号
議第 31号

議第 32号

議第 33号

議第 34号
議第 35号
議第 36号
議第 37号
議第 38号

承認

承認

承認

承認

経 済 建 設

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教
経 済 建 設
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算

可決
可決
可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決

樋田翔太（瑞浪政志会）

　
　
若
者
の
市
政
参
画
は
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や
積

極
的
に
市
政
に
関
わ
る
市
民
の

増
加
に
寄
与
す
る
。
新
し
く
創

設
し
た
「
瑞
浪
市
役
所
ミ
ラ
イ

創
ろ
ま
い
課
」
の
設
立
目
的
は

何
か
。

　
　「
瑞
浪
市
役
所
ミ
ラ
イ
創

ろ
ま
い
課
」
は
、
学
生
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
名
称

で
、
市
内
高
校
3
校
か
ら
38
名

が
立
候
補
し
た
。
こ
の
活
動
の

任
期
は
2
年
で
、
市
の
地
域
資

源
の
調
査
研
究
や
企
画
、
実
践

活
動
を
行
う
。
学
生
自
ら
が
企

画
し
た
地
域
活
動
に
市
民
を
巻

民
間
の
発
想
を
市
政
に
反
映

若
者
が
創
り
出
す
ミ
ラ
イ

　
　
職
員
の
定
着
率
の
向
上
は
、

市
政
の
安
定
的
な
運
営
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
と
繋
が
る
。

職
場
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
離

職
率
の
低
下
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
国
県
の
機
関
や
民

間
企
業
と
の
人
材
交
流
を
行
う

こ
と
で
得
ら
れ
た
知
識
を
市
政

運
営
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
職
員
一
人
当
た
り
の
業
務

量
増
加
や
育
児
休
業
取
得
職
員

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
第

四
次
定
員
適
正
化
計
画
に
お
い

て
目
標
定
員
数
を
4
1
5
名
と

定
め
、
職
場
環
境
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国
県

の
機
関
へ
の
派
遣
を
継
続
的
に

実
施
し
て
お
り
、
派
遣
先
で
得

た
知
識
を
復
帰
後
の
職
務
に
生

か
し
て
い
る
。
民
間
と
の
人
事

交
流
は
本
市
と
民
間
企
業
の
双

方
に
と
っ
て
、
新
た
な
ノ
ウ
ハ

ウ
の
取
得
や
仕
事
の
視
野
の
広

が
り
な
ど
が
期
待
で
き
る
場
合

に
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

問答 問答

き
込
み
な
が
ら
実
践
す
る
こ
と

で
地
域
の
活
性
化
と
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
や
、

若
者
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
と

企
画
力
に
よ
り
市
を
全
国
に
発

信
し
、
人
を
呼
び
込
む
よ
う
な

効
果
も
期
待
し
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

瑞浪市役所
ミライ創ろまい課の活動

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
組
み
は

　
　
首
長
の
多
選
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
途

中
で
あ
る
が
５
期
目
の
挑
戦
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

　
　
首
長
の
多
選
に
つ
い
て
は

２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
１

つ
目
は
本
人
の
健
康
・
意
欲
・

気
力
の
３
つ
が
欠
け
る
こ
と
な

く
課
題
解
決
に
向
け
対
応
し
実

施
で
き
る
か
、
２
つ
目
は
首
長

に
よ
る
独
善
化
、
専
制
化
と
組

織
の
硬
直
化
が
問
題
と
考
え
る
。

私
も
４
期
目
で
あ
り
多
選
に
な

ろ
う
か
と
思
う
が
、
こ
の
２
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
重
要
で
あ
り
、

ま
た
市
政
運
営
を
議
会
、
市
民
、

職
員
の
皆
さ
ん
で
考
え
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
私

に
と
っ
て
大
き
な
決
断
に
よ
り

実
行
し
て
お
り
、
実
現
に
向
け

鋭
意
努
力
し
、
着
実
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
う
え
で
５

期
目
の
挑
戦
に
つ
い
て
は
、
今

後
私
の
健
康
・
意
欲
・
気
力
と

後
援
会
や
各
界
各
層
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
拝
聴
す
る
中
で

判
断
し
た
い
。　
　
　  【
市
長
】

成瀬徳夫（瑞浪政志会）

　
　
市
長
提
案
説
明
に
掲
げ
た

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、

残
り
の
任
期
で
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
　
私
の
残
さ
れ
た
市
長
任
期

中
に
市
長
提
案
説
明
に
掲
げ
た

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
完
了

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次

世
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
未
来
の
礎
と
な
る

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
本
市
が
よ
り
よ
い
ま
ち
と

な
る
よ
う
推
進
し
て
き
た
。

　
一
定
の
方
向
性
を
お
示
し
で

き
た
こ
と
で
実
効
性
の
高
ま
り

問答 問答首
長
の
多
選
と
５
期
目
の
挑
戦
は

を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
も
一
つ
ひ

と
つ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
丁

寧
に
説
明
し
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
第
７
次
総
合
計
画

に
位
置
づ
け
推
進
し
て
い
く
。

【
市
長
】

新病院の建設予定地
東濃中部地域新病院建設基本構想より

改修を終えた議場に  
ぜひお越しください！

バリアフリー化や照明のLED化を行い、傍聴しや
すくなったと評判の新議場。以下に傍聴の流れを
ご紹介しますので、皆様もぜひ傍聴にお越しくだ
さい！

１．議場は市役所５階
　　にあります。
　　エレベーターを
　　ご利用ください。

２．エレベーターを降
　　りた正面にある受
　　付で、受付簿に記
　　入すると傍聴券が
　　もらえます。

３．左に進むと議場です。議場には入ら
　　ずに左の通路を進むと傍聴席です。

※　傍聴席は本会議中も出入り自由です。関心のある議論のみの傍聴
　　でもOK ですので、お気軽にお越しください。

議長席 執行部席
（市長、副市長、
教育長、部長など）

議員席
傍聴席から見た議場

ここ

６月定例会の傍聴者にお話を聞きました。

Q. 傍聴に来られた理由を教えてください。
A. 地元の議員が一般質問を行うので聞
　 きに来ました。

Q. 傍聴していかがでしたか？

A. 以前よりも議場が明るくなり、傍聴
　 しやすくなったと感じました。ライ
　 ブ中継やケーブルテレビの中継もあ
　 るので、そちらも活用してより多く
　 の市民に関心を持ってもらえると良
　 いですね。
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総務民生文教委員会

リニア・国道19号瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会
 瑞浪保護区保護司会より活動について説明を受けました

　瑞浪保護区保護司会会長工藤誠氏、常任理事日比野宏
彦氏を招いて、保護司会の仕事と現状について講義を受
けました。
　保護司は、法務大臣から委嘱された国家公務員であり、
社会奉仕の精神をもって、犯罪をした方の更生を支援す
るとともに、犯罪予防のための世論啓発の仕事をボラン
ティアで行っています。
　保護観察や生活環境の調整、犯罪予防活動等の活動状
況をご報告いただいたのち、議員からは担い手の確保な
どの課題について質問が挙がり、意見交換を行いました。

　7月 4日（月）第 1委員会室にて「子ども子育て世代包括支
援センターと子ども家庭総合支援室について」と「公共施設再
編　市民公園内３館統合について」をテーマに勉強会を開催し
ました。それぞれ担当する執行部からレクチャーを受けた後
に、挙がってきた様々な課題について委員間での討議を活発に
おこないました。
　子ども家庭総合支援室についてでは「情報共有の正確さを重
視し、関連する各組織とのより強固な一体的な連携体制を整え
る必要がある」「本市の独自性がみえる地域性を重視した支援
体制の構築を考えるべきである」等の意見がありました。
　つぎに、公共施設再編 市民公園内３館統合についてでは「市
之瀬廣太記念美術館の作品は、駅周辺再開発事業で建設予定の
図書館内に展示したらどうか」「釜戸町で発掘されたパレオパラドキシア類の化石を、建設予定の『道の駅』に展
示公開するコーナーを設置したらどうか」等の意見がありました。これらの意見を基に、行政に対し、随時提案
してまいります。

第１回 総務民生文教委員会勉強会

　6 月４日 ( 土 )　恵那文化センターにて、国道 19 号瑞浪恵
那道路促進議員連盟定期総会を開催しました。国道 19 号瑞浪
恵那道路促進議員連盟は、恵那市議会議員 7名と、瑞浪市議会
議員７名で構成されており、瑞浪恵那道路の早期整備に向けた
活動を行っています。
　総会では、瑞浪恵那道路の全区間がリニア岐阜県駅の開駅ま
でに整備されるよう両市議会議員で強く要望していくことを
決議しました。
　令和４年度は研修会を開催して、両市の状況等について情報
共有を図ってまいります。

国道19号瑞浪恵那道路促進議員連盟定期総会

　7月 11日（月）第 1委員会室にて、　今年 4月 1日に岐阜
市子ども・若者総合支援センター エールぎふに開設された『こ
どもサポート総合センター』について、オンラインにて行政視
察を行いました。
　こどもサポート総合センターでは、岐阜県、岐阜市、岐阜市教
育委員会、岐阜県警のこどもの安全を支援する部署から、ひと
つのフロアに職員を常駐させ、増加する児童虐待への迅速な初
動対応につなげられる環境づくりがなされています。これは、
全国初の試みであり、 “行政の縦割りの壁を克服する先進的な
取り組み”を学ぶことができました。

こどもサポート総合センター オンライン視察

経済建設委員会

　5月 24日（火）　下呂市金山町の『道の駅　飛騨金山ぬく森
の里温泉』に視察を行いました。瑞浪市は、国道 19号瑞浪恵那
道路の開通に向けて、(仮称 ) 瑞浪市道の駅を計画しています。
飛騨金山ぬく森の里温泉は県内で成功した道の駅であること
から、参考になる事例として視察を行いました。
　飛騨金山ぬく森の里温泉は住民の健康づくりを目的に、温泉
を活用し福祉・保健・スポーツ・休養に関する各施設を集中
的に配置され、健康づくりの 3要素である運動・休養・栄養に
関するサービスが連携されています。平成 28 年に重点道の駅
として選定され、多くの観光客が訪れます。
　主な質疑では「多くの施設が設けられているが管理はどのよ
うか」に対し「各関係課が複合的に管理している」との回答がありました。この道の駅は、周辺の施設や観光ス
ポットと連携している、子どもから高齢者まで広い世代が集まる地域のコミュニティ機能を持つ拠点となって
いるなど、計画されている瑞浪市道の駅の整備に向け、役立てることができるのではないかと感じました。

道の駅　飛騨金山ぬく森の里温泉 視察

　6月 30日（木）議場にて、道の駅　飛騨金山ぬく森の里温泉
の視察を受けて勉強会を開催し、委員会メンバー全員が、5月
24日の視察を踏まえ思料した『理想とする瑞浪市道の駅』を発
表しました。
　「全国の道の駅は 3 割が赤字経営である。赤字経営にさせな
いために、魅力的な道の駅にする」等の発表があり、その後の自
由討議では「魅力ある土産物 (料理 ) があること」「適正規模の
道の駅にすること」「観光中継施設とすること」などの意見が出
され、瑞浪市道の駅の整備に向け必要な要素の情報共有を図り
ました。

第１回 経済建設委員会勉強会

総務民生文教委員会 勉強会の様子

オンラインによる視察状況

定期総会の様子

飛騨金山ぬく森の里温泉　視察状況

経済建設委員会 勉強会の様子

瑞浪保護区保護司会による説明

委員会等の活動報告
委員会等の活動報告委員会等の活動報告
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総務民生文教委員会

リニア・国道19号瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会
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ポットと連携している、子どもから高齢者まで広い世代が集まる地域のコミュニティ機能を持つ拠点となって
いるなど、計画されている瑞浪市道の駅の整備に向け、役立てることができるのではないかと感じました。

道の駅　飛騨金山ぬく森の里温泉 視察

　6月 30日（木）議場にて、道の駅　飛騨金山ぬく森の里温泉
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24日の視察を踏まえ思料した『理想とする瑞浪市道の駅』を発
表しました。
　「全国の道の駅は 3 割が赤字経営である。赤字経営にさせな
いために、魅力的な道の駅にする」等の発表があり、その後の自
由討議では「魅力ある土産物 (料理 ) があること」「適正規模の
道の駅にすること」「観光中継施設とすること」などの意見が出
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ました。

第１回 経済建設委員会勉強会

総務民生文教委員会 勉強会の様子

オンラインによる視察状況

定期総会の様子

飛騨金山ぬく森の里温泉　視察状況

経済建設委員会 勉強会の様子

瑞浪保護区保護司会による説明

委員会等の活動報告
委員会等の活動報告委員会等の活動報告

1213



新病院建設事業239億1千万円の内訳はどのようか。問

建設施工約220億円、造成約14億円、基本設計約1.3億円、実施設計約3.8億円を積算した。答

　組合から提出された予算議案1件、条例議案1件、その他議案1件について、可決承認されました。

一般質問 気になる その後
瑞浪市シティプロモーション
基本方針が策定されました
　令和４年７月に「瑞浪市シティプ
ロモーション基本方針」が策定さ
れ、今後はこの方針をもとに市民や
自治会・まちづくり組織、企業、学
校、各種団体等と連携してシティプ
ロモーションが進められます。

　市が行うシティプ
ロモーションが、統

一戦略がないままに各担当部署
によって進められている。市の基
本方針を定め、より効果的な推進
をすべきでは。

　シティプロモーショ
ン方針の策定は、さま

ざまな分野での取り組みをさらに効
果的、戦略的に行うために重要であ
ると考える。今後調査・研究を進め、
策定していく。

全市的なシティプロモーション推進
　　　　　に向けた方針の策定を （令和２年１２月定例会で質問）

一般質問で取り上げた課題が、その後どのように市政に反映された
のか追跡調査しました。

質問 答弁

新病院建設の動き新病院建設の動き 市民の皆様の大きな関心ごとである病院統合について、
議会の内容や進捗状況などを随時報告をしてまいります。

東濃中部地域新病院建設基本構想・基本計画を策定
令和4年４月

令和４年第2回東濃中部病院事務組合議会臨時会
令和4年７月６日

（令和４年４月1日以降の進捗状況）

　東濃中部地域新病院建設基本構想・基本計画策定委員会の答申を踏まえ、新病院の建設基本構想
と基本計画が策定されました。基本構想に掲げる「地域住民の「頼りがいのある病院」を目指します」
という基本理念のもと、基本計画では以下の内容が記載されました。

病床数

想定
診療科

開院 令和7年度

提出された主な議案とその内容

その他の議案

400床程度（高度急性期50/ 急性期250/ 回復期80/ 緩和ケア20）

内科 呼吸器内科 循環器内科 消化器内科 腎臓内科 神経内科 
糖尿病・内分泌内科 血液内科 皮膚科 リウマチ・アレルギー科 小児科 
精神科 外科 血管外科 泌尿器科 脳神経外科 整形外科 眼科 耳鼻咽喉科 
産婦人科 リハビリテーション科 放射線科 麻酔科 病理診断科 救急科 
歯科口腔外科

● 東濃中部地域新病院建設基本構想・基本計画策定委員会設置条例を廃止する条例について
● 専決処分の報告及び承認について（東濃中部病院事務組合職員定数条例の一部を改正する条例について）

詳細はこちらから
お読みいただけます

令和4年度東濃中部病院
事務組合　病院事業会計
補正予算（第1号）

議案名 内容

下記の2つの債務負担行為が令和４年度予算に加えられました。
● 新病院建設事業：239億1千万円（令和4～7年度）
● コンストラクションマネジメント業務委託：3,261万5千円
　（令和4～5年度）

令和3年度政務活動費の収支を報告します

※１ 令和4年2月22日、会派「新政クラブ」から3名離脱、会派「創政みずなみ」から2名離脱したため、人数及び交付額を変更しました。
※2 会派「瑞政」は令和4年2月22日解散につき、11か月分の交付額となっています。

○政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、1人あたり月額8千円が市議会の会派に交付されます。
○会派は、収支報告書に領収書（1円以上)を添えて議長に提出し、交付した政務活動費に残余がある場合は、市に返還します。

日本共産党
（1人）

交付額…96,000円
支出額…60,196円

公明党
（1人）

交付額…96,000円
支出額…62,930円

新政クラブ※1
（7人→4人）

交付額…672,000円
（変更後…648,000円）
支出額…367,806円

創政みずなみ※1
（6人→4人）

交付額…576,000円
（変更後…560,000円）
支出額…121,572円

瑞政（1人）※2
交付額…88,000円
支出額…32,315円

瑞浪政志会（5人）

会派研修
・マニフェスト大賞2021キックオフ研修会（5月）

議会から地方の変革を
市民による政策選択から実践までつながるシステムづくり
議会改革から議会の“変革”へ

・第47回東海自治体学校（5月）
コロナ禍のなか、いのちと暮らしを守る地方自治をつくる

・第43回議員の学校（8月）
コロナ後の地方自治体をどうする!?

コピー代

書籍購入　『地方議会人』ほか

会派名（人数）
交付額
支出額

使　　　途

項　目 明　　　細金　額

研修費

資料作成費

資料購入費

25,720

会派研修
・マニフェスト大賞2021キックオフ研修会（5月）

議会から地方の変革を
市民による政策選択から実践までつながるシステムづくり
議会改革から議会の“変革”へ

・第2回地域×Tech東北
自治体ＤＸ推進セミナー
循環型社会推進セミナー
防災ＤＸセミナー

研修費 60,850

会派研修
・マニフェスト大賞2021キックオフ研修会（5月）

議会から地方の変革を
市民による政策選択から実践までつながるシステムづくり
議会改革から議会の“変革”へ

研修費 35,550

会派視察
・静岡県袋井市（オンライン）（1月）

病院統合後、病院を失った側の市の状況
ＩＣＴ街づくり課の活動について

調査研究費 6,950

会派視察
・黒の田湿地（稲津町）（11月）

黒の田東湿地整備事業について

調査研究費 2,191

会派視察
・岡山県高梁市（11月）
　　複合施設高梁市立図書館について

調査研究費 32,315

790

会派冊子作成広報費 293,370

会派報作成広報費 100,430

事務用品、コピー用紙、プリンターインク

申請なし（令和4年2月22日結成）

資料作成費 14,192

事務用品、コピー用紙、プリンタートナー資料作成費 36,695

33,686

プリンターインク、コピー用紙、コピー代資料作成費 2,080

新病院ニュース・一般質問気になるその後政務活動費の報告
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新病院建設事業239億1千万円の内訳はどのようか。問

建設施工約220億円、造成約14億円、基本設計約1.3億円、実施設計約3.8億円を積算した。答

　組合から提出された予算議案1件、条例議案1件、その他議案1件について、可決承認されました。

一般質問 気になる その後
瑞浪市シティプロモーション
基本方針が策定されました
　令和４年７月に「瑞浪市シティプ
ロモーション基本方針」が策定さ
れ、今後はこの方針をもとに市民や
自治会・まちづくり組織、企業、学
校、各種団体等と連携してシティプ
ロモーションが進められます。

　市が行うシティプ
ロモーションが、統

一戦略がないままに各担当部署
によって進められている。市の基
本方針を定め、より効果的な推進
をすべきでは。

　シティプロモーショ
ン方針の策定は、さま

ざまな分野での取り組みをさらに効
果的、戦略的に行うために重要であ
ると考える。今後調査・研究を進め、
策定していく。

全市的なシティプロモーション推進
　　　　　に向けた方針の策定を （令和２年１２月定例会で質問）

一般質問で取り上げた課題が、その後どのように市政に反映された
のか追跡調査しました。

質問 答弁

新病院建設の動き新病院建設の動き 市民の皆様の大きな関心ごとである病院統合について、
議会の内容や進捗状況などを随時報告をしてまいります。

東濃中部地域新病院建設基本構想・基本計画を策定
令和4年４月

令和４年第2回東濃中部病院事務組合議会臨時会
令和4年７月６日

（令和４年４月1日以降の進捗状況）

　東濃中部地域新病院建設基本構想・基本計画策定委員会の答申を踏まえ、新病院の建設基本構想
と基本計画が策定されました。基本構想に掲げる「地域住民の「頼りがいのある病院」を目指します」
という基本理念のもと、基本計画では以下の内容が記載されました。

病床数

想定
診療科

開院 令和7年度

提出された主な議案とその内容

その他の議案

400床程度（高度急性期50/ 急性期250/ 回復期80/ 緩和ケア20）

内科 呼吸器内科 循環器内科 消化器内科 腎臓内科 神経内科 
糖尿病・内分泌内科 血液内科 皮膚科 リウマチ・アレルギー科 小児科 
精神科 外科 血管外科 泌尿器科 脳神経外科 整形外科 眼科 耳鼻咽喉科 
産婦人科 リハビリテーション科 放射線科 麻酔科 病理診断科 救急科 
歯科口腔外科

● 東濃中部地域新病院建設基本構想・基本計画策定委員会設置条例を廃止する条例について
● 専決処分の報告及び承認について（東濃中部病院事務組合職員定数条例の一部を改正する条例について）

詳細はこちらから
お読みいただけます

令和4年度東濃中部病院
事務組合　病院事業会計
補正予算（第1号）

議案名 内容

下記の2つの債務負担行為が令和４年度予算に加えられました。
● 新病院建設事業：239億1千万円（令和4～7年度）
● コンストラクションマネジメント業務委託：3,261万5千円
　（令和4～5年度）

令和3年度政務活動費の収支を報告します

※１ 令和4年2月22日、会派「新政クラブ」から3名離脱、会派「創政みずなみ」から2名離脱したため、人数及び交付額を変更しました。
※2 会派「瑞政」は令和4年2月22日解散につき、11か月分の交付額となっています。

○政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、1人あたり月額8千円が市議会の会派に交付されます。
○会派は、収支報告書に領収書（1円以上)を添えて議長に提出し、交付した政務活動費に残余がある場合は、市に返還します。

日本共産党
（1人）

交付額…96,000円
支出額…60,196円

公明党
（1人）

交付額…96,000円
支出額…62,930円

新政クラブ※1
（7人→4人）

交付額…672,000円
（変更後…648,000円）
支出額…367,806円

創政みずなみ※1
（6人→4人）

交付額…576,000円
（変更後…560,000円）
支出額…121,572円

瑞政（1人）※2
交付額…88,000円
支出額…32,315円

瑞浪政志会（5人）

会派研修
・マニフェスト大賞2021キックオフ研修会（5月）

議会から地方の変革を
市民による政策選択から実践までつながるシステムづくり
議会改革から議会の“変革”へ

・第47回東海自治体学校（5月）
コロナ禍のなか、いのちと暮らしを守る地方自治をつくる

・第43回議員の学校（8月）
コロナ後の地方自治体をどうする!?

コピー代

書籍購入　『地方議会人』ほか

会派名（人数）
交付額
支出額

使　　　途

項　目 明　　　細金　額

研修費

資料作成費

資料購入費

25,720

会派研修
・マニフェスト大賞2021キックオフ研修会（5月）

議会から地方の変革を
市民による政策選択から実践までつながるシステムづくり
議会改革から議会の“変革”へ

・第2回地域×Tech東北
自治体ＤＸ推進セミナー
循環型社会推進セミナー
防災ＤＸセミナー

研修費 60,850

会派研修
・マニフェスト大賞2021キックオフ研修会（5月）

議会から地方の変革を
市民による政策選択から実践までつながるシステムづくり
議会改革から議会の“変革”へ

研修費 35,550

会派視察
・静岡県袋井市（オンライン）（1月）

病院統合後、病院を失った側の市の状況
ＩＣＴ街づくり課の活動について

調査研究費 6,950

会派視察
・黒の田湿地（稲津町）（11月）

黒の田東湿地整備事業について

調査研究費 2,191

会派視察
・岡山県高梁市（11月）
　　複合施設高梁市立図書館について

調査研究費 32,315

790

会派冊子作成広報費 293,370

会派報作成広報費 100,430

事務用品、コピー用紙、プリンターインク

申請なし（令和4年2月22日結成）

資料作成費 14,192

事務用品、コピー用紙、プリンタートナー資料作成費 36,695

33,686

プリンターインク、コピー用紙、コピー代資料作成費 2,080

新病院ニュース・一般質問気になるその後政務活動費の報告
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　瑞浪市議会では、毎年度議長が議会運営上の課題について
議会運営委員会に諮問する「議長諮問」を行うことが通例と
なっています。令和４年度は以下の事項について諮問を受け、
各委員会が調査検討しています。

　６月定例会の委員会審
査にて議員間討議の試行
を行いました。
　９月定例会でも試行を重
ね課題や手法の検討を進
めていきます。

令和４年度

議長からの諮問事項
議会運営課題についての諮問

１．議員間の自由討議を促進させる方法について
　試行を交え調査し答申せよ。
２．議案に対する質疑について、規則の見直しに
　ついて検討し答申せよ。
３．各委員会が閉会中に継続審査した事項の報告
　方法について協議し答申せよ。

議会運営委員会が諮問を受け答申します

委員会運営についての提案
● 研修及び自由討議の場を設け、委員間の情報共有及び委員会活動の活性化を図られたい。
● 現在行っている事業評価について、事後評価のみならず予算に対する事業の提案等に資する
　 評価方法を検討されたい。
● リニアや新丸山ダムなどの広域事業について関係市町の議会との情報共有の場を設けられたい。
● 市議会議員政治倫理要綱を確認し、条例化に向けた検討をされたい。
● 第６次総合計画の総括を行い、第７次総合計画の審査に結びつけられたい。

常任委員会と特別委員会が提案を受け検討をしています

【応募方法】
　写真は、デジタル画像のみとし、撮影者の氏名、住所、電話番号、
撮影場所、撮影日、写真のタイトルを記載して、瑞浪市議会事務局
までメールでお申し込みください。
詳しくは、瑞浪市議会ホームページをご覧ください。
応募先メールアドレス　gikaigikai@city.mizunami.lg.jp
市議会ホームページ 　  https://www.city.mizunami.lg.jp/shigikai/index.html

　瑞浪市議会では、議会広報紙「みずなみ議会ちゃんねる。」に掲載する写真を
市民の皆さんから募集しています。自分が撮った写真が掲載されるかも！？四季
折々の瑞浪の風景、地域行事の様子など、皆さんからの応募をお待ちしています！

コロナ後の未来へ希望を託します
　この2年コロナ禍で中止されていたみずなみ祈願大花火大会ですが、今年は８月６日（土）に、市
内各地9ヶ所で一斉に打ち上げられる予定です。  絆 ～未来へとつなぐRe start～ 夏の夜空にまちと
人をつなぐ大花火ショー、皆さんの願いを乗せた花火が夜空を彩ります。

議員間討議の様子

タイトル「つながりの花火～明日へのYELL～」令和３年シークレット花火　撮影者　岩島志穂美 様（土岐町）
表紙等に掲載する写真を募集しています。詳しくは16ぺージをご覧ください。

大湫白山神社の銀杏の絨毯

さくらさくらの散歩道
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